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次号予告 第 56巻　第 2号（2月号）

特集　小児内分泌を楽しく学ぼう
内分泌疾患の多様さと面白さ………………浦 上 達 彦
〔小児内分泌を楽しく学ぼう〕
小児内分泌学をいつの間にか学ぶ…………長谷川奉延
小児内分泌の研究を楽しむために…………緒 方 　 勤
一般病院，クリニックでみる
　小児内分泌疾患……………………………小 西 和 孝
ここまでわかる，成長曲線を利用した
　健康管理……………………………………伊 藤 善 也
もはや診断に欠かせない遺伝子検査，いつ
　何を行うか？………………………………鳴 海 覚 志
見逃していませんか？　骨系統疾患診断の
　ポイント……………………………………道 上 敏 美
ここに注目，新生児の低血糖症……………鈴 木 　 滋
〔ガイドライン，診断・治療の手引きをどう利用するか？〕
成長障害………………………………………佐 藤 真 理
先天性甲状腺機能低下症とバセドウ病……長 崎 啓 祐
性分化疾患のガイドラインに基づく対応と
　考え方………………………………………佐 藤 　 薫
21水酸化酵素欠損症…………………………田 島 敏 広
骨・カルシウム代謝疾患……………………長谷川高誠
小児糖尿病……………………………………松 井 克 之

小児がん経験者（CCS） ……………………内 海 孝 法
〔症例から学ぶ小児内分泌疾患の診かた〕
心理・社会的要因と低身長 …………………水 野 晴 夫
Noonan症候群の診断と治療 ………………室 谷 浩 二
Small‒for‒Gestational Age児と
　Developmental Origins of Health and Disease
　………………………………………………森 岡 一 朗
新生児マススクリーニングで見逃される
　先天性甲状腺機能低下症 …………………安 達 昌 功
あいまいな外性器の診かた …………………藤 澤 泰 子
治療不要？　な思春期早発症 ………………濱 島 　 崇
決してまれではないビタミン D欠乏症 …窪 田 拓 生
1型糖尿病における CGMと
　インスリンポンプの有用性 ………………高 谷 具 純
肥満，やせの治療戦略 ……………………井ノ口美香子
〔トピックス〕
時間内分泌学―小児肥満診療への応用 ……川 井 正 信
長期間作用型成長ホルモンの臨床応用 ……長谷川行洋
糖尿病患者とスティグマ ……………………小 川 洋 平
福島県における小児甲状腺がんの状況 ……横 谷 　 進

「小児内科」特集案内 定価

第55巻 第 1号　（2023年 1月）　コロナ禍でのグローバルヘルス （3,190円）
 第 2号　（2023年 2月）　分子標的薬を極める （3,190円）
 第 3号　（2023年 3月）　どうする？　小児の便秘・下痢 （3,190円）
 第 4号　（2023年 4月）　新しい時代の小児感染症（増大号） （7,150円）
 第 5号　（2023年 5月）　小児の移植医療 （3,190円）
 第 6号　（2023年 6月）　小児の心身症～いま改めて心身相関を考える～ （3,190円）
 第 7号　（2023年 7月）　腎・泌尿器疾患―血尿から移植まで （3,190円）
 第 8号　（2023年 8月）　小児の集中治療の実践―躬行実践― （3,190円）
 第 9号　（2023年 9月）　ワクチン up to date （3,190円）
 第10号　（2023年10月）　 小児科医ができるアドボカシー活動～こどものこえを 

社会のこえにするために小児科医ができること～ （3,190円）
 第11号　（2023年11月）　知っておきたい周産期・新生児医療 up to date （3,190円）
 増刊号　（2023年11月）　エキスパートが教える小児の薬物治療 （11,000円）
 第12号　（2023年12月）　 小児科医が知っておくべき筋疾患診療： 

遺伝学的理解と治療の最新事情 （3,190円）

上記のご注文ならびに在庫照会は下記までご連絡下さい。価格は消費税 10％を含みます。
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